
③ 文部科学省委託による研究を開始（新規）

◆学校運営協議会を立ち上げる準備期間において

○Ｃ・Ｓの基本についての共通理解を深める。
○リードすべき学校職員が必ずしもＣ・Ｓについ
て理解しているとは限らないため有識者による
指導、助言が重要となる。
○各校区がかかえる子どもの課題を学校、家庭、
地域が共有し、その課題解決のために活動する
という方向性を共通理解する。
○ＰＴＡ、区長会とどのように連携していくのか
は、最重要のポイントとなる。

○Ｃ・Ｓの基本についての共通理解を深める。
○リードすべき学校職員が必ずしもＣ・Ｓについ
て理解しているとは限らないため有識者による
指導、助言が重要となる。
○各校区がかかえる子どもの課題を学校、家庭、
地域が共有し、その課題解決のために活動する
という方向性を共通理解する。
○ＰＴＡ、区長会とどのように連携していくのか
は、最重要のポイントとなる。

３ 課題に対する取組とその効果（１）

３ 課題に対する取組とその効果（１）

Ｃ・Ｓの役割の理解しているＣ・Ｓの役割の理解している Ｃ・Ｓの仕組みを理解しているＣ・Ｓの仕組みを理解している

※全小中学校運営協議会委員対象 ４段階評価 Ｈ２４年度 ８月※全小中学校運営協議会委員対象 ４段階評価 Ｈ２４年度 ８月

肯定的な評価は、全体の９割にのぼる肯定的な評価は、全体の９割にのぼる



これまでのコミュニティ・スクールの取組で
明らかになった課題

これまでのコミュニティ・スクールの取組で
明らかになった課題

２ 明らかになった３つの課題

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言

② 学校評価を基にした、教育委員会としてのヒア
リングの実施（新規）

そのためにそのために

３ 課題に対する取組とその効果（２）



① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言

①モデル校の実
践を紹介する
場の設定と工
夫

②各校に出向き、
改善のポイン
トを示す。

①モデル校の実
践を紹介する
場の設定と工
夫

②各校に出向き、
改善のポイン
トを示す。

◆評価者である学校運営
協議会委員にとって、
評価しやすい内容にする。

◆評価者である学校運営
協議会委員にとって、
評価しやすい内容にする。

改善の目的 具体的には具体的には

３ 課題に対する取組とその効果（２）

◆教師の４段階評価に対する妥当性の
判断を求めていた。
◆学校公開の場が、学校関係者評価
を意図したものとしては不十分であった。

２つの課題

３ 課題に対する取組とその効果（２）

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言



４段階評価への妥当性を
求める学校関係者評価

例

４段階評価への妥当性を
求める学校関係者評価

例

数値の意味も分からず、
これだけ多く示されて、
更にこの数値の妥当性
を問われても困る。

数値の意味も分からず、
これだけ多く示されて、
更にこの数値の妥当性
を問われても困る。

３ 課題に対する取組とその効果（２）

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言

① 学校関係者評価の内容を改善するように指導助言

○学校運営協議会で
関係者評価の基準、
評価のポイント等
を説明する。

○学校運営協議会で
関係者評価の基準、
評価のポイント等
を説明する。

改善のための手立て①改善のための手立て①

３ 課題に対する取組とその効果（２）



改善のための手立て②改善のための手立て②

３ 課題に対する取組とその効果（２）

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言

○評価の妥当性を判断する資料
として、評価項目に関する「保護
者、地域の方、子どものアンケー
ト結果」及び「教師が構想した次
学期の改善策」を示す。

○評価の妥当性を判断する資料
として、評価項目に関する「保護
者、地域の方、子どものアンケー
ト結果」及び「教師が構想した次
学期の改善策」を示す。

改善のための手立て③改善のための手立て③

学ぶ ふれあう はたらく

○評価してもらう３つの項目と関係する場を
学校運営協議会委員が参加、参観できる場
として意図的に設定し、自らの目で判断で
きるようにする。

○評価してもらう３つの項目と関係する場を
学校運営協議会委員が参加、参観できる場
として意図的に設定し、自らの目で判断で
きるようにする。

３ 課題に対する取組とその効果（２）

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように
指導助言



目指す子ども像に対する
学校評価に対してのみ
妥当性を判断する。

目指す子ども像に対する
学校評価に対してのみ
妥当性を判断する。

判断した根拠を出して
いただく。

判断した根拠を出して
いただく。

これなら分かる。
改善された学校関係者評価例改善された学校関係者評価例

３ 課題に対する取組とその効果（２）

① 学校関係者評価の内容と実施方法を改善するように指導助言

①1年間の流れ
の中に、学校
評価ヒアリン
グを位置付け、
実施する。

①1年間の流れ
の中に、学校
評価ヒアリン
グを位置付け、
実施する。

◆学校評価を元にした教育
環境の改善、充実が図れ
るシステムを構築する。

◆学校評価を元にした教育
環境の改善、充実が図れ
るシステムを構築する。

改善の目的 具体的には具体的には

３ 課題に対する取組とその効果（２）

② 学校評価を基にした、教育委員会としてのヒア
リングの実施（新規）
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